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1は じ め に

「あやこがねJは中生の良質多収品種で、1999年 に宮

城県で奨励品種に採用された。奨励品種決定調査の結果

から、「あやこがね」は本県の中生主力品種である「タン

レイ」とは栽培特性が異なると考えられた。そのため、

転換畑における播種日、栽植本数および施肥の違いによ

る生育についての検討を行い、安定栽培のための目安を

得ようとした。。

2試 験 方 法

試験は 1999年から 2001年 にかけて行った。実施場所

は 1999年から2000年が旧宮城県農業センター (転換 2、

3年 目 灰色低地土)、 2001年が古川農業試験場の転換畑

(転換初年目 灰色低地土)である。

播種は 5月 25日 、6月 15日 、7月 5日 に行った。条間

は各播種時期とも75cmと し、10a当 たり栽植本数は 5月

25日 播種が H千本、13千本 (標準)、 17千本、26千本

の 4水準、6月 15日 播種が 13千本、17千本 (標準)、 26

千本、44千本の 4水準、7月 5日 播種が 17千本、26千

本 (標準)、 44千本の 3水準とした。試験は 2または 3

反復で行った。基肥は 10a当たり窒素成分量 2kgで 、培

土は 5月 25日播種と6月 15日 播種は 2回、7月 5日 播

種は 1回行った。

また、2001年 には転換初年目ほ場における施肥の検討

を行つた。慣行区は基肥が 10a当 たり窒素成分量 2kg、

追肥が LP40を 窒素成分量 5kgと し、基肥区は基肥が窒素

成分量 2kgで追肥はなし、無肥料区は基肥、追肥ともに

なし、タンレイ慣行区は品種がタンレイで施肥は慣行区

と同様とした。播種は 5月 25日で条間 75cm、 栽植本察

は 10a当たり 13千本とした。

3 試験結果及び考察

(1)播種日別生育

播種日別成熟期および収量調査の結果を表 1に示した。

各々の播種日で 「あやこがね」は「タンレイ」より開花

期が 1日程度、成熟期が 1?2日程度遅かつた。「タンレ

イ」は 5月 25日播種、6月 15日 播種では蔓化、倒伏は

まったくみられず、7月 5日 播種でわずかにみられた程

度であつたが、「あやこがねJは各々の播種日で少から中

程度の蔓化 倒伏がみられた。主茎長は各々の播種 日で

「あやこがね」が「タンレイJよ りやや長い傾向がみら

れた。各々の播種日で「あやこがね」は総節数、有効葵

数が 「タンレイ」より5?10%程 度多く、1薬粒数もやや

多かつた。また、百粒重も「タンレイ」より 15?28g

大きく、子実重は 10a当た り461?47 8kgと「タンレイ」

より約 20%程 度多収であった。また、子実の外観品質は

表 1播種日別成熟期および収量調査 (1999-2001年 )

播種時期 品種名  開花期 成熟期 蔓化 倒伏 主茎長 主茎節数 総節数 有効茨数 1爽粒数 全重 子実重 同左比 百粒重 外観

6月 15日あやこがね 8/3  10/20 18  1   68   283  567  761   181  873  461  122  334  4
タンレイ  8/2  10/18  0   0   64   271   518   675   169  716  378 (100) 318  5

(月 /日 )(月 /日 )程度 程度  (cm) (節 /ぶ)(節/市)(爽 /111)(粒/爽)(lg/a)(建/a)(%) (g) 品質

5月 25日あやこがね 7/28  10/18 17  12  78   207  515  767   185  939  478  H7  334  3
タンレイ  7/27  10/17  0   0   76   204  489   713   172  816  409 (100) 319  4

7月 5日あやこがね 8ハ 4  10/24 1'  2   65   367  648  842   16,  941  464  H'  341  5
タンレイ  8/14  10/22  03  03  62   359   613   768   164  803  391 (100) 313  6

注)蔓化・倒伏程度は 0:無  1:少 2:中 3:多  4:甚の5段階評価

外観品質は 1:上上 2:上中 3:上下 4:中上 5:中 中 6:中下 7:下の 7段階評価
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両品種とも播種日が遅くなるに伴つて低下したが、「あ た。

やこがね」は「タンレイ」より粒揃いが良く、品質は優

っていた。

これらのことから「あやこがね」は各々の播種日で安

定的に多収であり、「タンレイJ並みの晩播適応性を有す

ると考えられた。しかし、「タンレイ」より蔓化、倒伏し

やすいことが認められた。

(2)栽植本数

播種日別の栽植本数と蔓化、倒伏程度および収量、品

質との関係を図 1に示した。蔓化はすべての試験区にお

いて発生がみられ、その程度は栽植本数が多いほど高ま

った。倒伏は、5月 25日播種では 13千本以上、6月 15

日播種では 17千本以上、7月 5日 播種ではすべての栽植

本数で発生がみられた。子実重は 5月 25日播種では 17

千本、6月 15日 と 7月 5日 播種では 26千本が最も多収

となり、それ以上の栽植本数では子実重は低下した。子

実の外観品質は各々の播種日で栽植本数の増加に伴い低

下する傾向がみられた。

図 1 播種日別栽植本数と蔓化、倒伏程度および収量、

品質との関係 (1999-2001年 )

また、播種日別の栽植本数と最下着葵高との関係を表

2に示した。5月 25日播種、6月 15日播種ではもっとも

栽植本数が少ない場合でも最下着葵高は 19 8cm、 19 1cm

となり、コンパイン収穫に支障のない高さであつた。7

月 5日 播種は栽植本数を最も多くしても 17 8cmと、最下

着爽高が上がりにくい傾向がみられた。

これらの結果から、蔓化、倒伏を軽減し、品質を低下

させない栽植本数は、5月 25日 播種では 10a当 たり 11

千本から13千本、6月 15日 播種では 13千本から 17千

本程度と標準栽植本数より少な目が適すると考えられた。

また、7月 5日播種では最下着爽高の確保と倒伏程度を

勘案して、17千本から 26千本程度が適すると考えられ

表 2 播種日別栽植本数と最下着葵高との関係

(1999-2001年 )

播種時期  蔵植本董 最 ド着大ハ

(本/10さ )   (cD
播種時期  蔵腋本致

(本/Oa)

最下者案高

(cn)

5月 2511   1 .000    198

1,,000   222

17 000      24 2

26.000      24 5

7月

'日

    17100    145
26000   163
44 000      17 8

1月 15日    10000
17.000

26.000

44,000
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(3)転換初年目ほ場の施肥

転換初年目ほ場における施肥と蔓化、倒伏程度および

子実重との関係を図 2に示した。タンレイ慣行区では蔓

化はみられず、倒伏もわずかであったが、慣行区では蔓

化、倒伏はともに中程度以上の発生がみられ、基肥区で

もともに中程度の発生であった。無月巴料区ではともに少

程度の発生であった。子実重は慣行区が最も多収で、次

いで基肥区、無肥料区、タンレイ慣行区であつた。

これらのことから、転換初年目などの肥沃なほ場では

「あやこがね」は蔓化、倒伏しやすいことが認められた。

そのため、、基肥量を減らし、追肥を控える必要があると

考えられた。

図2 転換初年目ほ場における施肥量と蔓化、倒伏程度

および子実重との関係(2001年灰色低地土)

4 ま

「あやこがね」は「タンレイJよ り良質安定多収であ

り晩播適応性も高いが、密植適応性は低く蔓化、倒伏し

やすいため、栽植本数を標準より少な目にした栽培が適

する。また、肥沃なほ場では蔓化、倒伏程度が高まるた

め、基肥の減肥や追肥を控える必要がある。

晏

化

　

尋

伏

理

慶

受
化
　
銹
快
颯
皮

£
ヽ

ご

ご

き

ヽ

４０
　
　
　
　
　
■

め

あやこがね無EIIあやこがね基口 あやこがね慣行  タンレイ慣行

-70-


